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               KURTOSISをめぐって













       i） κ＞3，κo≦κたらばκ’＜κさらにκ≦3，κo≧κな：らばκ’≧κ
       ii） κ〉3，κo＞κならばσ02／2σ2〉（κ一3）／（κo一κ）i．i．f．κ’≧κ
       iii）  κ≦3，κo＜κならサまσ02／2σ2≦（κ一3）／（κ一κo）i．i．f．κ’≧κ
また，力あ平均，分散，kurtosisをそれぞれμ1，σ2，κ1，力のそれらをμ。，（ρσ）2，κ、とするとき，混合分
布必十（1一α）九のkurtosisκは，δ→Oとすると
              （ακ1＋（1一α）ρ4κz）／（α十（1一α）ρ2）2
の値に近づく．またδ→∞とするとκの値は
             （α3＋（1一α）3）／α（1一α）＝1／α（1山α）一3
に近づき，α＝1／2のとき最小値1となる．δの値を大きくすれば，混合分布は典型的たbimoda1分布，
κはやはりbimodalに対するunimoda1ityの尺度と解釈できる．
 一般に，2ろ次のモーメントをろ次のモーメントの2乗で割った値κ（ろ）のクラスについても，ほぼ同様
の性質を有することが確かめられる．
